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１．研究の国際化とスピード化

どの分野、いかなる専門でも国際化が進んでいることは紛れもない事実であろう。日本研究に

おいても同様で、海外でも様々な地域でシンポジウムや研究会の開催、学会の設立が起きている。

日本がイニシャティブをとるものと、その地域の組織が企画・運営して特徴や目的を話し合うも

の、そして共同して行うものがあるが、いずれのイベントにも昨今日本からも多くの研究者が出

向き、日本国内の研究を伝えている。海外にいても日本国内の研究トレンドや学会状況の話が聞

ける。こうした情報、物質両面のスピード化は目を見張る物がある。ナヤン・チャンダ（2009）

に興味深い報告がある。

15世紀フランス・オルレアンでジャンヌダルクが亡くなったことが、コンスタンチノープ

ルにその情報が伝わるまで18ヶ月を有したという。

（『グローバリゼーション　人類５万年のドラマ』〈上〉p. 223）。

それが、現在では年単位というよりも、例えば、Apple 社のタブレット端末が中国で生産され、

世界各地で注文されると、輸出経路とその通過時間、そして注文者に届くまで秒単位で記録され

ているというのである。こうしたスピード化は人の関係を築きやすいという側面もあり、研究に

活かせればよりダイナミックな研究となるであろう。

２．国際日本研究の現状と目的

情報環境の進化に伴い、情報内容の伝達のスピード化は必然的であるが、では、なぜ国際化が

必要かというと、結論から言えば、一つの国、一つの地域では解決できないためである。日本研

究には大きく二つの潮流がある。一つは、日本の伝統を意識し、繊細でたおやかな側面を強調す

るような日本を全面に出した研究で、文化の比較、言語の対照研究等がある。一方で、日本の抱

える問題を共通課題として、取り組むアプローチやディシプリンもある。筆者が行った、2011年

９月25日 中国人民大学での共同フォーラムで挨拶文を再掲する。

日本は2011年３月11日の東日本大震災で明らかになったように、決して経済・文化の“進歩

した国”というだけではなく、課題も“進んだ”大国です。原子力をはじめとするエネルギ

ー問題、食を含めた環境問題、少子高齢化問題、高学歴社会などの教育問題、多文化共生社
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会など様々な問題があり、それをどうやって乗り切っていくかを考えていかなければなりま

せん。ただ、これらの問題は決して日本だけの問題ではなく、中国でも共通であり、さらに

両国以外の地域でも深刻化する問題でしょう。解決のためには、日本と中国だけではなく、

今後地域的に隣接している国々と一緒に対話を行う必要があります。人文系の果たす役割、

小さくないと思います。

（『北京大学・中国人民大学・筑波大学3大学合同フォーラム予稿集』2011年９月25日）

筆者の専門領域の日本語教育を例にしても、日本社会はスピードを増して、多文化共生社会が

進んでいる。その結果求められる日本語教育が異なってきている。具体的には大学に留学する学

生のためのアカデミック日本語だけではなく、日本に“生活者”として滞在する人々への日本語

（年少者の日本語も含む）、ビジネス日本語など様々で、各々日本語のタイプや内容が異なり、日

本人の視点からだけでは日本語教育は成立しない現状がある。ヒントとして考えられるのが、EU

の言語教育である。しかしながら、長いヨーロッパの歴史の中での離散集合、国家の成立、人権

の獲得は、中国、韓国、日本といった東アジアで同じ尺度で考えるには、政治体制、経済制度、

思想も異なる三国間ではまだ時間がかかるであろう。だが、今の21世紀に、相互の理解は非常に

必要で、ましてや、中央アジア、東南アジアを含めたアジア地域の安定は誰もが望んでいること

ではないだろうか。

３．筑波大学人文社会科学研究科のハブ化

世界的に解決しなければならない問題がある中、有志の会員で構成される学会ではできないこ

とを一つの大学で行う意味は何か。ハブとは、「（活動などの）中心。中枢」（広辞苑第六版）とさ

れるが、中心とは、すべてを担うことではない。むしろ担うべき方向性にある。ある地域の人文

社会研究すべてを請け負うのではなく、そこで求められている専門性を吸い上げ、適当な研究者

に導くこと、それをハブ機能とするのが大学として果たせる一方向性であろう。

この目的で、人文社会科学研究、あるいは国際日本研究専攻が取り組みの主たる組織となって

取り組んだものに、短期留学プログラム「筑波大学国際日本学プログラム Advanced Japanese

Studies Program」と、ショートスティ・ショートビジットプログラム「東アジア･ユーラシア地

域を結んだ国際日本研究交流プログラム」がある。いずれも JASSO の奨学金を得て実現したも

のだが、前者は、本専攻が出発してすぐに立ち上げ、現在までに大凡40名を、協定大学から受け

入れてきた。これには、専攻の教員だけではなく、海外の協定大学との連絡調整責任者の方々の

協力がなければできないものである。特に、中アジア地域からも積極的に留学生を受け入れたが、

本学の中央アジア事務所には多大なる協力を得た。ここに改めて感謝を申し上げたい。

４．プログラム

ショートスティ（受入）・ショートビジット（派遣）プログラムとは、短期留学よりも短い期間

で行うプログラムだが、ショートスティプログラムとして本専攻が取り組んだ2011年度、2012年

度には受入学生は協定大学以外でも、また、交換留学の協定枠数の上限を超えても認められたこ
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ともあり、定員を超えて予想以上の参加希望者があった。本プログラムへの参加者からは、その

後正規大学院生になった学生、また別のプログラムで筑波大学に再度留学を果たした学生など、

海外の大学院生に筑波大学を理解してもらう一つの手段となっている。

同時期に行ったショートビジットプログラムでは、筑波大学から協定大学を教員と学生が一体

となって訪問し、共同してシンポジウムを開催することも行った。協定大学の協力がなければで

きないものだが、訪問してまずはお互いの研究者の内容を理解し合うことが、その後の研究交流、

学生交流に強く活かされていることは言うまでもない。ショートビジットの後、より長い留学を

行う学生も出ている。

人的交流を進めるためには、いずれもどのような研究者がいて、どのような研究がなされてい

るかをボトムアップ的にお互いに知ることは不可欠である。そうすることで、視点や前提が異な

ることから新たな知見を得られることは間違いない。

５．事例報告

上述の短期プログラムのイベントとして、筑波大学学内で行ったもの、海外の協定大学で行っ

たものを紹介する。

５>1．国際日本研究フォーラム（於 筑波大学）

筑波大学で、ショートスティプログラム参加学生およびショートビジットプログラム学生の協

働学習の成果とも言えるフォーラムを行った。

2012年１月21日第１回東アジアとユーラシアを結ぶ国際日本研究フォーラム

2012年11月10日第２回東アジアとユーラシアを結ぶ国際日本研究フォーラム

進め方としては、教員の基調講演に始まり、その後プログラム生がポスター発表を行った。テ

ーマは、大きく分けると、文学、言語学、日本語教育、社会、文化と多岐に渡り計30本の研究発

表会である。このポスター作成は、大変な労力のかかるもので、本学院生との協働学習がなけれ

ばできないものであった。
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５>2．国際日本研究フォーラム（於　協定大学）

海外でのフォーラムも並行して行い、教員と大学院生がともに研究発表を行った。教員は自ら

の研究内容を紹介することや、日本の研究を紹介することでもあった。それを承けた北京大学の

ある関係者からは、「日本の研究は実証的である。中国の研究は総合的である。西洋の研究は理論

的である」と言うコメントを得たが、こうした理解を進めることが国際日本研究の深化につなが

り、共同研究となり、そして教育においても有益なものである。

以下に取組を紹介する。

2011年度

「第９回北京大学・人民大学・筑波大学合同フォーラム」中国・北京大学2011年11月５日

「第３回高麗大学・筑波大学合同フォーラム」韓国・高麗大学2012年２月10日

「第９回文明のクロスロード─ことば・文化・社会の諸相─」ウズベキスタン・サマルカンド

外国語大学2012年３月15日－16日

2012年度

「ヘルシンキ大学・タリン大学・筑波大学日本研究学術フォーラム」於フィンランド・ヘルシ

ンキ大学2012年９月７日

「2012年キエフ国立大学・筑波大学日本研究フォーラム」於ウクライナ・キエフ国立大学2012

年11月27日

「第２回北京師範大学・筑波大学学術交流会」於中国・北京師範大学2012年12月15日－16日

「第10回文明のクロスロード─ことば・文化・社会の諸相─」於カザフスタン・カザフ国立

大学2013年３月15日－16日

各地域の特色、特徴を理解し、反映させ、相互に今後の発展を語り合う貴重な機会となった。

６．まとめ

本試みが、日本研究にどのように寄与できるか。今後共同学位など質的レベルを上げるために

はシラバスを含めた単位の共通理解が必要となる。学内経費としては、プレ戦略イニシアティヴ

「日本語文化発信力強研究拠点形成」経費、革新的な教育プロジェクト支援経費、国際連携プロジ

ェクト（イベント・フォーラム形成）など、本プログラムには大いなる支援を得た。なお、詳細

は、川那部保明・小野正樹(2012)「東アジアとユーラシアを結んだ国際日本研究の挑戦」、ウエ

ッブマガジン『留学交流』特集　大学の留学生受入れ戦略（2012年１月号)、独立行政法人日本

学生支援機構にも掲載されている。

http://www.jasso.go.jp/about/webmagazine201201.html

http://www.jasso.go.jp/about/documents/tsukuba2.pdf
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